
男女共同参画社会の実現に向けて
■問合せ…男女共同参画推進センター（☎025-527-3624）

　「市民意識調査」から見る女性の就業
状況では、30代後半から正規雇用比率
が低下していることが分かります。結婚
や出産・育児といったライフスタイルの
変化を契機に、柔軟な働き方を求めて非
正規雇用を選択する女性が増えるためと
考えられます。このことは、生涯賃金の
男女格差につながる要因のひとつです。
　結婚や育児は、女性だけの問題ではあ
りません。男性の働き方改革を通じて女
性に偏る家事・育児の負担軽減を図るこ
とや、性別による固定的な役割分担意識、
無意識の思い込みを見直して、女性も男
性も活躍できる地域社会にしましょう。

「上越市男女共同参画基本計画」では、基本目標のひとつに
「女性が活躍できる社会づくり」を掲げています。

上越市男女共同参画基本計画

女性の就業状況【資料：令和３年度「市民意識調査」】
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■問合せ…多文化共生課（☎025-520-5681）

　　　 　ユニバーサルデザイン④
～みんなが安心して暮らせるまちを目指して～

　ユニバーサルデザインは、みんなが利用しやすい
よう、相手の視点に立って製品や建物などをデザイ
ン（計画、設計）することです。公共の建物や私た
ちが普段何気なく使っている物の中にも、ユニバー
サルデザインが取り入れられています。

心にも「ユニバーサルデザイン」を

もっと知ろう！

　さまざまなものをユニバーサルデザイン化するこ
とで、それまで利用できた人にとってはより利用し
やすくなり、利用できなかった人は利用できるよう
になります。それでもまだ利用できない人がいると
きには、私たちが手助けをすることで、利用できる
ようになる人がいます。
　相手の立場になれる優しい気持ちがあれば、誰
でも簡単に取り組むことができるのが、「心のユニ 
バーサルデザイン」 です。利用できる人→

利用できない人→

利用しやすくなった

利用できる人が増えた

▼
手助けをすると、利用する
ことができる人がいる 　

まだ利用できない人

ユニバーサルデザイン化

心のユニバーサルデザイン
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